




























































































































































































三重県志摩漁村片田における近代アメリカ移民の輩出要因の再検討 （ 3 ）
表 1　片田から輩出されたアメリカ移民の姓別人数（単位：人）
A姓 B姓 C姓 D姓 E姓 F姓
23 19 18 18 12 10
G、H姓 I、J、K姓 L、M、N、O姓 P、Q、R、S姓 その他13姓 計






表 2　文献で把握可能な A、B、C、D 姓のアメリカ移民と渡航年
[記名] [記手] [サン] [引揚] [発名] [発手] [郷土] [町史]
1937 - 1972 1978
5981△iA
性女5981〇△ii
iii ○ 〇 〇 ○ ○△ 〇 1899
iv ○ 〇 ○ ○△ 〇 1900
0091〇○○○v
3091〇○△○○iv
vii ○ ○ ○ ○ 〇 1905
6091〇○〇○iiiv
ix ○ 〇 ○ ○ 〇 1907
x △ 〇 ○ ○ 〇 1915
xi ○ △ 〇 ○ ○ 〇 1916
xii ○ 〇 ○ 〇 ○ 〇 1917 1924
xiii ○ 〇 ○ ○ 〇 1918










[記名] [記手] [サン] [引揚] [発名] [発手] [郷土] [町史]
1937 - 1972 1978
B i ○ 〇 ○ ○ 〇 1905
ii ○ 〇 ○ ○ 〇 1906
iii ○ 〇 ○ ○ 〇 1906
iv ○ △ ○ ○ ○ 〇 1907 1906
？物人一同とvi7091〇-
v ○ 〇 ○ ○ 〇 1908 1915
vi ○ 〇 ○ ○ 〇 1915
vii ○ 〇 ○ ○ 〇 1922






























vi ○ 〇 ○ ○ 〇 1918












[記名] [記手] [サン] [引揚] [発名] [発手] [郷土] [町史]
1937 - 1972 1978
Ｄ i ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 1906 1907
ii ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 1907


















[記名] [記手] [サン] [引揚] [発名] [発手] [郷土] [町史]
1937 - 1972 1978
6091〇○○〇iC
ii ○ 〇 ○ ○ 〇 1906 1907
iii ○ ○ ○ ○ 〇 1907
iv ○ △ 〇 ○ ○ 〇 1907















資料：表 2 の注 1 により作成。

















































































のみ掲載された女性のうち、A 姓 2、B 姓 1、














































































































　　は表 2 に対応している（ただし J、N 姓はなし）。図 4、5 も同じ。



































































1918 年に C-vi 氏らキョウダイ 3 人を呼び寄
図 5　サンマ漁船を経営した C 姓のアメリカ移民の事例
注：破線の枠は四艘張漁の網元家、「↓」以下の地名はアメリカ以外の移民先を指す。網元 H、I、K の符号は、
　　高木（2015）に対応しており、本稿の表１のアメリカ移民の姓とは一致していない。




















































































































































































（4）　その他、H 姓 2、M 姓 1 人である。
（5）　志摩市歴史民俗資料館編（2015）は、大正時
代の志摩地方の動きとして、石油発動機付漁船が
普及して漁場が拡大し、集団での出漁が多くなっ
た反面、「重大な海難事故」も相次いだと概説し
ている（同：26）。
（6）　戦前期に片田から八重山諸島への移住者や出
稼ぎ者は少なくなく、真珠養殖のために渡った
ケースもみられる（高木 2013）。
（7）　高木（2016）では、四艘網漁の網元 H が網元
I に対し、その経営と漁網を譲渡したことを指摘
した（同：6-7）。本事例から、その譲渡には大野
在住者という地縁的関係だけでなく、親族関係も
機能していたことが推測される。
（8）　話者の実兄の氏名は、データベース作成に用
いた文献に採録されていないため、表 1、2 など
には反映されていない。
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